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中学校 p.7～11

　大阪市における公害克服の経験とその対策を調べ、自分にできることを自ら考え、判断できる
ようにする。

○大阪市において、大気汚染や水質汚濁が様々な取り組みにより改善されていることに気付くこと
ができるようにする。
○地盤沈下について調べ、大阪市におけるその歴史的な経過や対策について理解できるようにする。
○公害の中でも最も苦情件数の多い騒音や振動について、大阪市においてどのような対策が行わ
れているかを理解できるようにする。
○土壌汚染や悪臭も含めた公害苦情の解決に向けて、大阪市がどのように対応しているかを理解で
きるようにする。

○理科〔第3学年〕
 （７）自然と人間　　 （ア）生物と環境
　　　　　　　　　　　　　　　　　㋑自然環境の調査と環境保全
　　　　　　　　　　　　　　   　（イ）自然環境の保全と科学技術の利用　
    　 ㋐自然環境の保全と科学技術の利用
○理科〔第３学年〕
 （７）科学技術と人間 （ア）エネルギーと物質
    　㋒科学技術の発展
    （イ）自然環境の保全と科学技術の利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　㋐自然環境の保全と科学技術の利用
○社会〔地理的分野〕
  C 日本の様々な地域 （２）日本の地域特色と地域区分
    　③資源・エネルギーと産業
　　　　　　　　　　　　　　　   （３）日本の諸地域
　　　　　　　　　　　　　　　　   ①自然環境を中核とした考察の仕方
○社会〔公民的分野〕
  D 私たちと国際社会の諸課題  （１）世界平和と人類の福祉の増大
     （２）よりよい社会を目指して

教科との関連

１ 都市環境保全
①公害とは？

ね ら い

留 意 点

中学校 p.1～6

　地球温暖化や生物多様性などの各論について体系的な理解を促し、環境について自ら考え、行動
できるようにする。

○人類とエネルギーの関わりについて、これまで活用してきた資源について知り、現在我々が使って
いる化石燃料が地球環境に負担をかけていることを理解できるようにする。
○環境問題の移り変わりについて、人類の社会経済活動の拡大に伴って、環境負荷が増大し、さま
ざまな環境問題が発生してきたことを理解できるようにする。

○理科　　　すべて
○社会　　　すべて

教科との関連

序論－みなさんに伝えたいこと

ね ら い

留 意 点

参考資料
◆大阪市環境局ホームページ　
　・大阪市の環境の状況 ： 「大気環境」「水環境」など、 課題ごとに最新の状況や大阪市の取組状況等
　 を掲載しています。 図表やグラフなども豊富です。
　「大阪市の環境の施策」
　https://www.city.osaka.lg.jp/shisei/category/3054-1-2-6-3-0-0-0-0-0.html
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中学校 p.14～15

　化学物質に関する資料を調べ、化学物質の影響や市域の状況を理解できるようにするとともに、
自分にできることを自ら考え、判断できるようにする。

○化学物質は、人工的なものだけでなく自然界にも存在し、私たちの生活になくてはならないも
のになっている。
○人の健康や動植物に影響を及ぼす可能性（環境リスク）は、その化学物質が持つ有害性と体の
中に取り込む量の関係があることを理解できるようにする。
○ＰＲＴＲ制度について理解できるようにするとともに、大阪の事業所や家庭からの化学物質の
排出状況の特徴に気付くことができるようにする。
○化学物質のむだな使用を減らし、環境中への排出を少しでも削減できるよう、毎日の暮らしの
中で、自分にできることを自ら考え、判断できるようにする。

○理科〔第３学年〕　（７）自然と人間　（ア）生物と環境
    　　 ㋑自然環境の調査と環境保全
    　（イ）自然環境の保全と科学技術の利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㋐自然環境の保全と科学技術の利用

教科との関連

１ 都市環境保全
③化学物質対策

ね ら い

留 意 点

◆大阪市環境局ホームページ
　・大阪市の化学物質対策：PRTR制度を補完する大阪独自の取組（大阪府生活環境の保全等に関
　　する条例に基づく化学物質管理制度）についても紹介しています。
　・啓発冊子（化学物質とリスク、化学物質と上手に付き合うために）：内容や図表など、本編でも多く
　　取り上げています。
◆環境省のホームページ
　・ＰＲＴＲ制度に係る市民ガイドブック：PRTR制度についての説明はもちろん、法律の概要や化学
　　物質による環境リスクの低減など幅広く取り上げています。
　・かんたん化学物質ガイドシリーズ（子供用）：「乗り物」「洗剤」など、生活に関連したテーマごとに取
　　りまとめられ、クイズなどもあり、分かりやすい内容です。

参考資料

中学校 p.12～13

　大阪のヒートアイランド現象について現状と原因、対策について知り、自分にできることを自ら考え、判
断できるようにする。

○理科〔第１学年〕　（２）身の回りの物質　　　　  （ウ）状態変化　     ㋐状態変化と熱
　　　〔第２学年〕　（３）生物の体のつくりと働き    （イ）植物の体のつくりと働き　㋐葉・茎・根のつくりと働き
　　　　　　　　　（４）気象とその変化　　　　  （ア）気象観測         ㋑気象観測
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（ウ）日本の気象　 ㋐日本の天気の特徴
　　　〔第３学年〕　（７）自然と人間 　    （ア）生物と環境　 ㋑自然環境の調査と環境保全
    　　(イ)自然環境の保全と科学技術の利用
    　　　　　　　　　　㋐自然環境の保全と科学技術の利用
　　　　　　　　　（７）科学技術と人間　　　　  （ア）エネルギーと物質　㋒科学技術の発展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （イ）自然環境の保全と科学技術の利用
                                                                                                                                  ㋐自然環境の保全と科学技術の利用　

教科との関連

１ 都市環境保全
②ヒートアイランド現象

ね ら い

留 意 点

参考資料
◆「おおさかヒートアイランド対策推進計画」（2015年３月策定）：大阪府とともに策定した計画で、　
高温化の抑制に加え、 人の健康への影響軽減に向けた取組も取り上げています。

○日本の平均気温は、この100年間に約１℃上昇しており、地球温暖化によるものとされている。一方、大
阪市では100年間に約２℃上昇しており、日本の平均気温との差の１℃が都市特有の暑さ、すなわちヒ
ートアイランド現象によるものとされている。大阪市の気温上昇は、地球温暖化とヒートアイランド現象
の2つの要素からなることを理解できるようにする。

○大阪では熱帯夜日数が増加するなどヒートアイランド現象が近年顕著になってきている。ヒートアイラ
ンド現象について、気温要因とその対策の関係について理解できるようにする。

○大阪市における具体的な対策を参考に、自分にできることを自ら考え、判断できるようにする。
○副読本P12「大阪市域における熱帯夜日数の経年変化」グラフについて
　5年間の移動平均とは、年ごとの気候の変動による影響を取り除き、熱帯夜日数の長期的な傾向を把握
するため、その年を含めた5年間の熱帯夜日数を平均し、その年の値として示したものであることに留意
する。

○熱帯夜は、日最低気温が25℃以上の場合も、28℃以上の場合も熱帯夜日数としては1日となり、超えた時
間数が一時的か長時間かも区別できないため、定量的な評価が困難な指標である。最近では、25℃を
超える日は特別なことではなくなってきているという点に留意する。

○2005年以降はおおむね横ばいであるという説明文について、自分たちの身のまわりで起きている現象を
考え、グラフ上に表れる数値と実際に感じられる状況との違いについて捉えることができるようにする。

○さらに、自分たちも学校など身のまわりで日中や夜間の気温を測定し、大手前にある大阪管区気象台と
の気温を比較し、身のまわりの環境について考察できるようにする。




